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研究成果の概要（和文）：本研究は、様々なバックグラウンドをもった研究者が共通の政策課題について議論し、マク
ロ経済学の諸理論をいかに応用していけばよいかを検討することを目的とした。そのため研究会の開催を通じて多様な
分野の研究者との意見交換を行うことを重視した。開催した研究会は、経済理論・政策ワークショップ29回、DSGEワー
クショップ12回である。また、DSGEワークショップは2012年度に国内カンファレンス（広島大学）を開催し、2014年に
台湾国立大学での国際カンファレンスを開催した。この他、研究代表者および分担者により、国際的な査読雑誌を含む
17本の学術論文が公刊され、43回の学会報告が行われた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to discuss the applications of 
macroeconomic theories to various policy issues. For our purpose, we held workshops and conferences, in 
order to foster the exchange of opinions with many researchers with various backgrounds. We held ETPW 
workshops 29 times and DSGE workshops 12 times. About 60 researchers were invited in these workshops. In 
addition, we held an international conference of DSGE workshop at National Taiwan University in 2014.
The members of this research project published 17 academic papers in international refereed journals and 
made 43 presentations of our researches at academic conferences.

研究分野：経済成長理論
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１．研究開始当初の背景 
 
経済学に求められる重要な役割として政策
科学としての側面がある。マクロ経済学は金
融・財政政策や所得再分配政策など、経済政
策を分析するための様々な理論的フレーム
ワークを構築してきた。研究代表者らは、
2009 年度以降、二つの研究会（DSGE ワー
クショップと経済理論・政策ワークショッ
プ）を開催してきた。これらの研究会では 30
代を中心とする比較的若い研究者によって
最新の研究成果が報告され、現在の先端的な
マクロ経済学の研究動向に関する知見を得
てきた。この中で、動学的マクロ経済学は、
異時点間の資源配分の効率性について考え
るという点で根本的な問題意識を共有して
いる一方で、研究手法に関しては非常に大き
な相違があることが明らかになってきた。マ
クロ経済学研究の現状は、問題意識は共通し
ている一方でモデル化に際してのアプロー
チが異なり、研究者間での意思疎通が取れて
いない傾向にあった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究プロジェクトは、様々なバックグラウ
ンドをもった研究者が共通の政策課題につ
いて議論し、マクロ経済学の諸理論をいかに
応用していけばよいかを検討することを目
的とした。具体的な政策課題としては、当初、
①景気循環に対する期待形成と金融・財政政
策の役割、②経済成長と経済危機に対する政
策的対応を考察することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
①景気循環に対する期待形成と金融・財政政
策の役割、②経済成長と経済危機に対する政
策的対応を中心に、様々な専門分野の研究者
がマクロ経済学の諸理論をいかに応用して
いけばよいかを検討しつつ、研究を遂行する。
また、問題意識や研究手法を共有する具体的
な方法として、従来から開催してきた DSGE
ワークショップと経済理論・政策ワークショ
ップを開催し、様々な分野の研究成果を吸収
した。 
 
４．研究成果 
 
本研究の主要な成果として、研究代表者およ
び分担者により国際的な査読雑誌を含む 17
本の雑誌論文が公刊され、43 回の学会報告が
行われた。 
 
経済成長に関しては以下の研究成果が挙げ
られた。Momota (2016)では、現在の日本で
重要な社会問題となっている少子高齢化に
関連し、出生率の低下を、子供を産む女性の
低下（extensive margin）と一人の女性の産
む人数の低下（intensive margin）に区別し

たうえで、その資本蓄積や経済厚生に与える
影響を考察した。その上で、世代間の所得再
分配政策の意義について考察した。Hori and 
Maebayashi (2016)、Maebayashi, Hori, and 
Futagami (2015) 、 Morimoto, Hori, 
Maebayashi, and Futagami (2015)では、現
在の日本で重要な政策課題となっている国
債発行に関連し、国債発行額に関する政策ル
ールが経済成長経路に与える影響を考察し
た。 
景気循環に関して、Nutahara and Inaba 
(2012)は、景気循環会計という手法を DSGE
モデルに応用した。そして、日本経済のデー
タを利用し、景気循環会計の実証的有用性を
検討している。Arato and Nakamura (2013)
は、ゲーム理論の枠組みで情報公開政策を分
析した。 
異なる分野の研究者との情報交換が成果に
結びついた例として、Suzuki (2014)がある。
Suzuki (2014)では、客観確率を用いた期待
形成を仮定することが一般的な資産価格モ
デルに、主観的な確率評価を導入している。
これは、行動経済学など他分野の研究報告を
聞く中で得た着想に基づいている。 
 
本研究では研究会の開催を通じて多様な分
野の研究者との意見交換を行うことを重視
した。そこで、経済理論・政策ワークショッ
プとして 29 回、DSGE ワークショップとして
計 12 回開催した。また、DSGE ワークショッ
プは 2012 年度に国内カンファレンス（広島
大学）を開催し、2014 年に台湾国立大学での
国際カンファレンスを開催した。 
 
経済理論・政策ワークショップの報告者は次
のとおりである。（所属は当時のもの） 
 
2015 年度 中村大輔氏 （内閣府）、渡辺誠氏
（ VU University Amsterdam, Tinbergen 
Institute）、外木暁幸氏（一橋大学）、内藤
巧氏（早稲田大学）、青木芳将氏（立命館大
学）、高山直樹氏（内閣府）、北野泰樹氏（一
橋大学）、平賀一希氏（東海大学）片山宗親
氏（京都大学）、山田克宣氏（近畿大学）、田
村彌氏（東京大学）、犬飼圭吾氏（大阪大学）、
森田薫夫 氏（大阪大学大学院）、平口良司 氏
（千葉大学） 
  
2014 年度 青木周平氏（一橋大学）、佐々木
啓明氏（京都大学）、菅史彦氏（内閣府経済
社会総合研究所）、大浦あすか氏（大阪大学
大学院）、豊田宏樹氏（京都大学大学院）、三
野和雄氏（京都大学）、阪本浩章氏（早稲田
大学・日本学術振興会 PD）、大土井涼二氏（東
京工業大学）、郡司大志氏（大東文化大学）、
中村友哉氏（大阪大学）、平野智裕氏（東京
大学）、古川陽介氏（成蹊大学）、北浦康嗣氏
（法政大学） 
 
2013 年度 松岡多利思氏（首都大学東京）、



浅野貴央氏（岡山大学）、チュラン・アン・
ズーン氏（一橋大学大学院）、吉沢裕典氏（横
浜国立大学大学院）、長谷川誠氏（政策研究
大学院大学）、青野幸平氏（京都産業大学）、
大瀧英生氏（神奈川大学）、大山睦氏（北海
道大学大学院）、岡田敏裕氏（関西学院大学）、
小島健氏（大阪大学大学院）、 三宅伸治氏（西
南学院大学） 
 
2012 年度 金子昭彦氏（早稻田大学）、中園
善行氏（早稲田大学大学院）、山本和博氏（大
阪大学）、顧濤氏（一橋大学大学院）、鹿野繁
樹氏（大阪府立大学）、濱秋純哉氏（一橋大
学）、高木真吾氏（北海道大学）、大野弘明氏
（東京国際大学）、近藤広紀氏（上智大学） 
 
DSGE ワークショップでの報告者は以下のと
おりである。 
 
2014 年度 宮本弘曉氏（東京大学）、片桐満
氏（日本銀行）、柏木昌成氏（国立台湾大学）、
砂川武貴氏（東京大学）、海野晋悟氏（高知
大学）脇雄一郎氏（クイーンズランド大学）、
仲田泰祐氏（連邦準備制度理事会）、松岡秀
明氏（日本経済研究センター） 
 
2012 年度 平田英明氏（法政大学）、松岡多
利思氏（首都大学東京）、高橋修平氏（京都
大学）、溜川健一氏（明治大学）、濱野正樹氏
（ルクセンブルク大学） 
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